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チーム名 HWF（Hanakawa Wheelchair Fighters）

ふりがな 　　　　　　　　　　　　 ばん　さちえ

発表者(職種) 伴　幸恵　（事務）

ふりがな えいちだぶるえふ　はなかわ　うぃるちぇあ　ふぁいたーず

花川病院施設名

取り組種別 問題解決型

伴　幸恵　（事務）

美馬　留珠 看護師

田村　由美子 看護師

加藤　久典 理学療法士

事務

医療ソーシャルワーカー金子　宏美

五十嵐　圭子 看護師

事務

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

（指   標）　保管場所の車いすが適正台数になっているか

（目標値）　溢れている車いすを0台にする

・アンケート、松永製作所講師による研修を実施しました。
・イベント用品、備品を院外倉庫へ移動し整理し、床にラベル・テープを貼り保管場所を明確にしました。
・適正台数を徹底調査し定めました。
・名称を変更しテプラの張替え、清掃を終えている車いすに使用可能札を作成しました。
・病棟毎ファイルをレンタル種類別に変更、商品写真を追加しリスト化しました。
・マニュアル等を刷新、多種ツールで周知しました。

（実施前）　保管場所から溢れている車いすが36台

（実施後）　保管場所から溢れている車いすが0台

・車いす保管場所を総務課主任が1か月に一度確認する。
・車いすの返却申請ファイルをリハビリ主任、看護主任が1か月に一度確認する。
・車いすの適正台数をリハビリ主任、看護主任、総務担当者が半年に一度、調査打合せをする。
・マニュアルを所属部署の教育担当が入職後1か月以内に指導徹底する。

事務

加藤　果歩

髙橋　広大

①職場単位の活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

①診療部門

②支援部門

③管理部門

伴　幸恵

リーダー名
（職種）

回

活動期間 2025年1月　～　6月

演題名 車いすの運用管理の適正化

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

車いすはレンタル品を中心に運用されているが、過去に当院で購入した車いすも併用されており、品質に大
きな差が生じています。車いす老朽品の更新・撤去、運用フローの見直し、配置・点検・清掃ルールの整備を
図ることで、患者さん、職員に安心して使用、運用してもらえる体制を整えたいと考えました。

分類

活動回数 10



【現状把握】






